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(57)【要約】
【課題】パーマネントウェーブ処理により形成された毛髪のカール形成の持続性に優れる
毛髪カール形成持続剤を提供する。
【解決手段】グレープフルーツおよびワレモコウから選ばれる１種または２種の植物抽出
物を有効成分として０．０００２質量％以上含有することを特徴とする毛髪カール形成持
続剤である。そしてグレープフルーツ抽出物はグレープフルーツの果実の抽出物であるこ
とが好ましく、またワレモコウ抽出物はワレモコウの根および根茎の抽出物であることが
好ましい。さらに、有効成分である植物抽出物の含有量は、０．０００２～１質量％が好
ましい。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
グレープフルーツおよびワレモコウから選ばれる１種または２種の植物抽出物を有効成分
として０．０００２質量％以上含有することを特徴とする毛髪カール形成持続剤。
【請求項２】
グレープフルーツ抽出物が、グレープフルーツの果実の抽出物である請求項１に記載の毛
髪カール形成持続剤。
【請求項３】
ワレモコウ抽出物が、ワレモコウの根および根茎の抽出物である請求項１または２に記載
の毛髪カール形成持続剤。
【請求項４】
有効成分である植物抽出物の含有量が、０．０００２～１質量％である請求項１～３のい
ずれか１項に記載の毛髪カール形成持続剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、パーマネントウェーブ処理により形成された毛髪のカール形状の持続性を高め
ることのできる毛髪カール形成持続剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
毛髪スタイルに変化を付ける方法としてパーマネントウェーブ処理（パーマ処理）が行わ
れている。パーマ処理することで、毛髪はカール形状を一定期間保持することができるよ
うになる。しかし、時間の経過とともにカール形状は徐々に広がり、カール形状が伸びて
しまう。そこで、毛髪に良好な感触と、きれいなカール形成を付与することが試みられて
いる。例えば、酸化染毛剤もしくはヘアマニキュアによる染毛処理またはパーマネントウ
ェーブ処理による毛髪の損傷を防止し、処理後の毛髪の手触りおよび毛先のまとまりを良
好なものとするとともに、各処理前の毛髪の状態を整えて、染色やウエーブ形成効果を高
めることを目的として、特定のトリグリセライドと、特定粘度のエステル油を特定比率で
含有する油性毛髪処理剤（例えば、特許文献１参照。）がある。
【０００３】
この油性毛髪処理剤は、油性成分を大量に配合することで毛髪の手触りを向上させ、さら
にカール形成効果を高めることができるものである。しかし、一時的には毛髪の感触およ
びカール形成力が向上するかもしれないが、油性成分は毛髪洗浄剤によって簡単に洗い流
されてしまう。そのため、通常の日常生活において効果は一日しか得られず、カール形成
の持続性の根本解決には到っていない。
【０００４】
一方、グレープフルーツやワレモコウ（ジユ）などの植物抽出物を、毛髪化粧料や毛髪洗
浄剤に配合することは知られており、例えば、以下のものが挙げられる。
【０００５】
グレープフルーツ、又はその抽出物には、毛母細胞自身のコレステロール合成を促進させ
、合成されたコレステロールが毛髪の細胞膜複合体に存在することにより、毛髪のダメー
ジを防ぎ、毛髪に柔軟性、しっとり感、なめらかさ、ツヤ、ハリ、コシを付与し、髪質を
改善できること（例えば、特許文献２参照。）が知られている。また、グレープフルーツ
油と、両性界面活性剤と、カチオン性ポリマーと、Ｎ－アシル－Ｎ－メチルタウリン型ア
ニオン界面活性剤を組み合わせた毛髪洗浄料は、使用感触に優れ、且つ連用により使用感
触を向上できること（例えば、特許文献３参照。）が知られている。
【０００６】
ジユ、その抽出物又は圧搾物と、不揮発性シリコーン類を組み合わせた毛髪化粧料には、
毛髪のパサツキや髪色の変化等のダメージを防止することができ、使用感が良好で、安定
性及び安全性に優れること（例えば、特許文献４参照。）が知られている。また、ワレモ
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コウエキスなどのポリフェノール類を含有する植物エキスと、芳香族アルコール、アルミ
ニウム化合物、亜鉛化合物、サポニンなどを組み合わせた毛髪化粧料組成物には、毛髪に
弾力性（ハリコシ感）を付与することができ、その持続性も優れること（例えば、特許文
献５又は６参照。）も知られている。その他に、ワレモコウ抽出物と、クレアチン、クレ
アチニン、Ｎ－長鎖アシル酸性アミノ酸エステルなどを組み合わせた毛髪化粧料には、日
光曝露やドライヤー使用による毛髪の酸化損傷を防御し、滑らかでしっとりとした髪にす
る効果に優れ、染毛剤を用いて染色した髪に対しては色落ちを防ぐ効果が高いこと（例え
ば特許文献７参照。）も知られている。
【０００７】
しかし、パーマネントウェーブ処理により形成された毛髪のカール形状の持続性を高めら
れることは知られていなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１０－１９５７０５号公報
【特許文献２】特開２００２－１７３４１６号公報
【特許文献３】特開２００７－２５４２９４号公報
【特許文献４】特開平８－２３１３４８号公報
【特許文献５】特開２００３－２１２７２８号公報
【特許文献６】特開２００３－２１２７２９号公報
【特許文献７】特開２００４－２１０６５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
本発明は、パーマネントウェーブ処理により形成された毛髪のカール形成の持続性に優れ
る毛髪カール形成持続剤を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
上記課題を解決するために、本発明者らが鋭意研究した結果、グレープフルーツおよびワ
レモコウに毛髪カール形成持続効果があることを見出し、本発明を完成した。すなわち、
本発明は、グレープフルーツおよびワレモコウから選ばれる１種または２種の植物抽出物
を有効成分として０．０００２質量％以上含有することを特徴とする毛髪カール形成持続
剤である。そしてグレープフルーツ抽出物はグレープフルーツの果実の抽出物であること
が好ましく、またワレモコウ抽出物はワレモコウの根および根茎の抽出物であることが好
ましい。さらに、有効成分である植物抽出物の含有量は、０．０００２～１質量％が好ま
しい。
【発明の効果】
【００１１】
本発明によれば、パーマネントウェーブ処理により形成された毛髪のカール形成の優れた
持続性を得ることができる。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
以下、本発明の毛髪カール形成持続剤について、詳細に説明する。
本願発明の毛髪カール形成持続剤は、その有効成分としてグレープフルーツ抽出物とワレ
モコウ抽出物のうち、少なくとも一方を含有するものである。
【００１３】
本願発明の毛髪カール形成持続剤に用いられるグレープフルーツ抽出物は、グレープフル
ーツの果実から抽出したものが好ましい。このようなグレープフルーツ抽出物は、入手可
能な市販品を用いることができる。市販品としては、例えば、ファルコレックスグレープ
フルーツＥ、ファルコレックスグレープフルーツＢ（いずれも一丸ファルコス株式会社製
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）、グレープフルーツ抽出液（香栄興業株式会社製）、グレープフルーツ抽出液ＬＡ－Ｊ
（丸善製薬株式会社製）等が挙げられる。
【００１４】
本願発明の毛髪カール形成持続剤に用いられるワレモコウ抽出物は、ワレモコウ（ジユ）
の根および根茎から抽出したものが好ましい。このようなワレモコウ抽出物は、入手可能
な市販品を用いることができる。市販品としては、例えば、ジユ抽出液－Ｒ、ジユ抽出液
ＢＧ－Ｒ（いずれも丸善製薬株式会社製）、ワレモコウ抽出液（香栄興業株式会社製）等
が挙げられる。
【００１５】
本願発明の毛髪カール形成持続剤において、グレープフルーツ抽出物およびワレモコウ抽
出物から選ばれる１種以上の有効成分の含有量は、０．０００２質量％以上が必要であり
、好ましくは０．０００２～１質量％、より好ましくは０．００５～１質量％である。０
．０００２質量％以上配合することでカール形成の持続性が得られやすい。また、１質量
％を超えて配合してもそれ以上の効果が得られないため、コスト面でも効果的ではない。
【００１６】
なお、有効成分としての含有量とは、抽出物の抽出溶媒を蒸発させた後に残る乾燥残分の
質量を意味する。
【００１７】
抽出とは、例えば、植物の皮、根、葉、種子、花の部位を抽出溶媒として、エタノール、
１，３－ブチレングリコール、プロピレングリコール、水などを用いて抽出を行うことが
できる。抽出溶媒は、１種でも、２種以上の混合溶媒としてもよい。
【００１８】
本発明の毛髪カール形成持続剤には、上記植物抽出物以外に、本発明の効果を損なわない
範囲で任意の成分を配合することができる。このような成分として、油性成分、溶剤、界
面活性剤、高分子化合物、酸性染料、染毛色材、糖、防腐剤、キレート化剤、安定剤、生
薬抽出物、ビタミン、香料、酸化防止剤、紫外線吸収剤、及び無機塩等を例示することが
できる。これらの成分は、その具体例の一種のみが単独で含有されてもよいし、二種以上
が組み合わされて含有されてもよい。
【００１９】
油性成分としては、油脂、ロウ、炭化水素、高級脂肪酸、アルキルグリセリルエーテル、
エステル、及びシリコーンを例示できる。
【００２０】
油脂としては、オリーブ油、ツバキ油、シア脂、アーモンド油、サフラワー油、ヒマワリ
油、大豆油、綿実油、ゴマ油、トウモロコシ油、ナタネ油、コメヌカ油、コメ胚芽油、ブ
ドウ種子油、アボカド油、マカダミアナッツ油、ヒマシ油、ヤシ油、及び月見草油を例示
できる。ロウとしては、ミツロウ、キャンデリラロウ、カルナウバロウ、ホホバ油、及び
ラノリンを例示できる。
【００２１】
炭化水素としては、パラフィン、オレフィンオリゴマー、ポリイソブテン、水添ポリイソ
ブテン、ミネラルオイル、スクワラン、ポリブテン、ポリエチレン、マイクロクリスタリ
ンワックス、及びワセリンを例示できる。
【００２２】
高級脂肪酸としては、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘニ
ン酸、イソステアリン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸、オレイン酸、及びラノリン脂
肪酸が例示できる。
【００２３】
アルキルグリセリルエーテルとしては、バチルアルコール、キミルアルコール、セラキル
アルコール、及びイソステアリルグリセリルエーテルを例示できる。
エステルとしては、アジピン酸ジイソプロピル、ミリスチン酸イソプロピル、オクタン酸
セチル、イソノナン酸イソノニル、ミリスチン酸オクチルドデシル、パルミチン酸イソプ
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ロピル、ステアリン酸ステアリル、ミリスチン酸ミリスチル、ミリスチン酸イソトリデシ
ル、パルミチン酸２－エチルへキシル、リシノール酸オクチルドデシル、１０～３０の炭
素数を有する脂肪酸からなるコレステリル／ラノステリル、乳酸セチル、酢酸ラノリン、
ジ－２－エチルヘキサン酸エチレングリコール、ペンタエリスリトール脂肪酸エステル、
ジペンタエリスリトール脂肪酸エステル、カプリン酸セチル、トリカプリル酸グリセリル
、リンゴ酸ジイソステアリル、コハク酸ジオクチル、コハク酸ジエトキシエチル、及び２
－エチルヘキサン酸セチルを例示できる。
【００２４】
シリコーンとしては、ジメチルポリシロキサン（ジメチコン）、メチルフェニルポリシロ
キサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、末
端水酸基変性ジメチルポリシロキサン（ジメチコノール）、６５０～１００００の平均重
合度を有する高重合シリコーン、ポリエーテル変性シリコーン（例えば、（ＰＥＧ／ＰＰ
Ｇ／ブチレン／ジメチコン）コポリマー）、アミノ変性シリコーン、ベタイン変性シリコ
ーン、アルキル変性シリコーン、アルコキシ変性シリコーン、メルカプト変性シリコーン
、カルボキシ変性シリコーン、及びフッ素変性シリコーンを例示できる。
【００２５】
溶剤としては、水及び有機溶媒を例示できる。有機溶媒としては、エタノール、イソプロ
パノール、ベンジルアルコール、ベンジルオキシエタノール、グリコール、及びグリセリ
ンを例示できる。グリコールとしては、エチレングリコール、ジエチレングリコール、ト
リエチレングリコール、ポリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレン
グリコール、イソプレングリコール、及び１，３－ブチレングリコールを例示できる。グ
リセリンとしては、グリセリン、ジグリセリン、及びポリグリセリンを例示できる。
【００２６】
界面活性剤は、洗浄成分として配合されるほか、各成分を可溶化させる可溶化剤として配
合できる。また、組成物の粘度を調整したり粘度安定性を向上させたりするために配合で
きる。界面活性剤としては、ノニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、アニオン性
界面活性剤、両性界面活性剤が挙げられる。
【００２７】
ノニオン性界面活性剤としては、例えば、アルキレン・ポリオキシプロピレンアルキルエ
ーテル、アルキレンソルビタン脂肪酸エステル、アルキレンアルキルグリコール脂肪酸エ
ステル、ポリオキシアルキレン脂肪酸アミド、脂肪族アルカノールアミド、アルキルグル
コシド等が挙げられる。具体的には、ポリオキシエチレン（以下、ＰＯＥという）セチル
エーテル、ＰＯＥステアリルエーテル、ＰＯＥベヘニルエーテル、ＰＯＥオレイルエーテ
ル、ＰＯＥラウリルエーテル、ＰＯＥオクチルドデシルエーテル、ＰＯＥヘキシルデシル
エーテル、ＰＯＥイソステアリルエーテル、ＰＯＥノニルフェニルエーテル、ＰＯＥオク
チルフェニルエーテル等が挙げられる。
【００２８】
アルキレンソルビタン脂肪酸エステル、アルキレンアルキルグリコール脂肪酸エステルと
して、モノオレイン酸ＰＯＥソルビタン、モノステアリン酸ＰＯＥソルビタン、モノパル
ミチン酸ＰＯＥソルビタン、モノラウリン酸ＰＯＥソルビタン、トリオレイン酸ＰＯＥソ
ルビタン、モノステアリン酸ＰＯＥグリセリン、モノミリスチン酸ＰＯＥグリセリン、テ
トラオレイン酸ＰＯＥソルビット、ヘキサステアリン酸ＰＯＥソルビット、モノラウリン
酸ＰＯＥソルビット、ＰＯＥソルビットミツロウ、モノオレイン酸ポリエチレングリコー
ル、モノステアリン酸ポリエチレングリコール、モノラウリン酸ポリエチレングリコール
、親油型モノオレイン酸グリセリン、親油型モノステアリン酸グリセリン、自己乳化型モ
ノステアリン酸グリセリン、モノオレイン酸ソルビタン、セスキオレイン酸ソルビタン、
トリオレイン酸ソルビタン、モノステアリン酸ソルビタン、モノパルミチン酸ソルビタン
、モノラウリン酸ソルビタン、ショ糖脂肪酸エステル、モノラウリン酸デカグリセリル、
モノステアリン酸デカグリセリル、モノオレイン酸デカグリセリル、モノミリスチン酸デ
カグリセリル等が挙げられる。ポリオキシアルキレン脂肪酸アミド、脂肪族アルカノール
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アミドとして、ポリオキシエチレン（２ＥＯ）ラウリン酸モノエタノールアミド、ポリオ
キシエチレン（３ＥＯ）ラウリン酸モノエタノールアミド、ポリオキシエチレン（５ＥＯ
）ラウリン酸モノエタノールアミド、ポリオキシエチレン（１０ＥＯ）ラウリン酸モノエ
タノールアミド、ポリオキシエチレン（１５ＥＯ）ラウリン酸モノエタノールアミド、ポ
リオキシエチレン（２ＥＯ）ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド、ポリオキシエチレン（
５ＥＯ）ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド、ポリオキシエチレン（１０ＥＯ）ヤシ油脂
肪酸モノエタノールアミド、ポリオキシプロピレン（１２ＥＯ）ミリスチン酸モノエタノ
ールアミド等が挙げられる。アルキルグルコシドとして、アルキル（８～１６）グルコシ
ド、ポリオキシエチレンメチルグルコシド、ポリオキシエチレンジオレイン酸メチルグル
コシド等が挙げられる。
【００２９】
カチオン性界面活性剤としては、塩化ラウリルトリメチルアンモニウム、塩化セチルトリ
メチルアンモニウム、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩化アルキルトリメチル
アンモニウム、塩化ジステアリルジメチルアンモニウム、臭化セチルトリメチルアンモニ
ウム、臭化ステアリルトリメチルアンモニウム、エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノプロピ
ルエチルジメチルアンモニウム、ステアリルトリメチルアンモニウムサッカリン、セチル
トリメチルアンモニウムサッカリン、塩化メタクリロイルオキシエチルトリメチルアンモ
ニウム、及びメチル硫酸ベヘニルトリメチルアンモニウムを例示できる。
【００３０】
アニオン性界面活性剤としては、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸トリエタノール
アミン等のアルキル硫酸エステル塩、ＰＯＥラウリルエーテル硫酸ナトリウム等のアルキ
ルエーテル硫酸エステル塩、ステアロイルメチルタウリンナトリウム、ドデシルベンゼン
スルホン酸トリエタノールアミン、テトラデセンスルホン酸ナトリウム、（Ｃ６～Ｃ２４
）アルキルエーテルカルボン酸、ヒドロキシ（Ｃ６～Ｃ２４）アルキルエーテルカルボン
酸、ポリオキシアルキレン化した（Ｃ６～Ｃ２４）アルキルエーテルカルボン酸、ポリオ
キシアルキレン化した（Ｃ６～Ｃ２４）アルキルアリールエーテルカルボン酸、ポリオキ
シアルキレン化した（Ｃ６～Ｃ２４）アルキルアミドエーテルカルボン酸、および、これ
のアルカリ金属塩（ナトリウム塩、カリウム塩）、有機アミン塩（モノエタノールアミン
塩、ジエタノールアミン塩、トリエタノールアミン塩、モノイソプロパノールアミン塩な
ど）、ＰＯＥラウリルエーテルリン酸及びその塩、Ｎ－ラウロイルグルタミン酸塩類、及
びＮ－ラウロイルメチル－β－アラニン塩類を例示できる。
【００３１】
両性界面活性剤としては、ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ヤシ油脂肪酸アミドプ
ロピルベタイン液、ラウリン酸アミドプロピルベタイン液、ラウロアンホ酢酸ナトリウム
及びココアンホ酢酸ナトリウムを例示できる。
【００３２】
高分子化合物としては、ノニオン性高分子、アニオン性高分子、カチオン性高分子、両性
高分子が挙げられる。
【００３３】
ノニオン性高分子は、例えば、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチル
セルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、メチルセルロース、デキストリン、ガラク
タン、プルラン、高重合ポリエチレングリコール、ポリビニルアルコール等、ビニルピロ
リドンのホモ－及びコポリマー、ビニルピロリドン、ビニルアセテート及びビニルプロピ
オネートのターポリマー等が挙げられる。また、種々のアクリル酸及びメタアクリル酸エ
ステル、アクリルアミド及びメタアクリルアミドのコポリマー、例えば１００，０００以
上の分子量を有するポリアクリルアミド、ジメチルヒダントインホルムアルデヒド樹脂等
が挙げられる。
【００３４】
アニオン性高分子は、例えば、キサンタンガム、カラギーナン、アルギン酸ナトリウム、
アラビアガム、ペクチン、カルボキシビニルポリマー等が挙げられる。



(7) JP 2016-84344 A 2016.5.19

10

20

30

40

50

【００３５】
カチオン性高分子は、例えば、塩化Ｏ－［２－ヒドロキシ－３－（トリメチルアンモニオ
）プロピル］ヒドロキシエチルセルロース、塩化Ｏ－［２－ヒドロキシ－３－（ラウリル
ジメチルアンモニオ）プロピル］ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロ
ースジメチルジアリルアンモニウムクロリド等のカチオン化セルロース；塩化Ｏ－［２－
ヒドロキシ－３－（トリメチルアンモニオ）プロピル］グアガム等のカチオン化グアガム
；デキストラン塩化ヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウムエーテル等のカチオン化
デキストランのようにセルロース誘導体、天然ガム、澱粉、デキストラン等の多糖類をカ
チオン化して得られるカチオン化多糖；塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ－３－（トリメチルア
ンモニオ）プロピル］加水分解カゼイン、塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ－３－（トリメチル
アンモニオ）プロピル］加水分解コラーゲン、塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ－３－（トリメ
チルアンモニオ）プロピル］加水分解シルク、塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ－３－（トリメ
チルアンモニオ）プロピル］加水分解ケラチン、塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ－３－（トリ
メチルアンモニオ）プロピル］加水分解コムギたん白、塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ－３－
（トリメチルアンモニオ）プロピル］加水分解コンキオリン、塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ
－３－（ステアリルジメチルアンモニオ）プロピル］加水分解ケラチン、塩化Ｎ－［２－
ヒドロキシ－３－（ステアリルジメチルアンモニオ）プロピル］加水分解コラーゲン、塩
化Ｎ－［２－ヒドロキシ－３－（ステアリルジメチルアンモニオ）プロピル］加水分解シ
ルク、塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ－３－（ステアリルジメチルアンモニオ）プロピル］加
水分解カゼイン、塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ－３－（ステアリルジメチルアンモニオ）プ
ロピル］加水分解コムギたん白、塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ－３－（ステアリルジメチル
アンモニオ）プロピル］加水分解コンキオリン、塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ－３－（ラウ
リルジメチルアンモニオ）プロピル］加水分解ケラチン、塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ－３
－（ラウリルジメチルアンモニオ）プロピル］加水分解コラーゲン、塩化Ｎ－［２－ヒド
ロキシ－３－（ラウリルジメチルアンモニオ）プロピル］加水分解シルク、塩化Ｎ－［２
－ヒドロキシ－３－（ラウリルジメチルアンモニオ）プロピル］加水分解カゼイン、塩化
Ｎ－［２－ヒドロキシ－３－（ラウリルジメチルアンモニオ）プロピル］加水分解コムギ
たん白、塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ－３－（ラウリルジメチルアンモニオ）プロピル］加
水分解コンキオリン、塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ－３－（ヤシ油アルキルジメチルアンモ
ニオ）プロピル］加水分解大豆たん白、塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ－３－（ヤシ油アルキ
ルジメチルアンモニオ）プロピル］加水分解カゼイン、塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ－３－
（ヤシ油アルキルジメチルアンモニオ）プロピル］加水分解コラーゲン、塩化Ｎ－［２－
ヒドロキシ－３－（ヤシ油アルキルジメチルアンモニオ）プロピル］加水分解シルク、塩
化Ｎ－［２－ヒドロキシ－３－（ヤシ油アルキルジメチルアンモニオ）プロピル］加水分
解ケラチン、塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ－３－（ヤシ油アルキルジメチルアンモニオ）プ
ロピル］加水分解コンキオリン等のように加水分解たん白質をカチオン化して得られるカ
チオン化加水分解たん白、塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体
、β－メタクリロキシエチルトリメチルアンモニウム・アクリルアミド共重合物、ビニル
ピロリドン・Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリル酸共重合物ジエチル硫酸塩、β－
メタクリロキシエチルトリメチルアンモニウム・アクリルアミド共重合物、ポリ塩化ジメ
チルメチレンピペリジニウム等のカチオン化ビニル系又はアクリル系ポリマー；Ｎ，Ｎ－
ジメチルアミノエチルメタクリル酸ジエチル硫酸塩・Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド・
ジメタクリル酸ポリエチレングリコール等のポリグリコールポリアミン縮合物；アジピオ
ン酸ジメチル－アミノヒドロキシプロピルジエチルトリアミン共重合体；アミノエチルア
ミノプロピル・メチルポリシロキサン共重合体等が挙げられる。
【００３６】
両性高分子は、Ｎ－メタクリロイルエチルＮ，Ｎ－ジメチルアンモニウムα－Ｎ－メチル
カルボキシベタイン・メタクリル酸ブチル共重合体、アクリル酸ヒドロキシプロピル・メ
タクリル酸ブチルアミノエチル・アクリル酸オクチルアミド共重合体、塩化ジメチルジア
リルアンモニウム・アクリル酸共重合体、塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリル
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アミド・アクリル酸の三元重合体、アクリル酸・アクリル酸メチル・塩化メタクリルアミ
ドプロピルトリメチルアンモニウム共重合体等が挙げられる。
【００３７】
糖としては、ソルビトール、マルトース、グリコシルトレハロース、及びＮ－アセチルグ
ルコサミンを例示できる。防腐剤としては、パラベン、メチルパラベン及び安息香酸ナト
リウムを例示できる。キレート化剤としては、エデト酸（エチレンジアミン四酢酸（ＥＤ
ＴＡ））及びその塩類、ジエチレントリアミン五酢酸及びその塩類、並びにヒドロキシエ
タンジホスホン酸（エチドロン酸、ＨＥＤＰ）及びその塩類を例示できる。
【００３８】
安定剤としては、フェナセチン、８－ヒドロキシキノリン、アセトアニリド、ピロリン酸
ナトリウム、バルビツール酸、尿酸、及びタンニン酸を例示できる。酸化防止剤としては
、例えばアスコルビン酸、及び亜硫酸塩を例示できる。無機塩としては、塩化ナトリウム
、及び炭酸ナトリウムを例示できる。
【００３９】
本発明の毛髪カール形成持続剤の剤型は特に限定されない。例えばクリーム状、乳液、液
状、ジェル状等の適宜な剤型にして用いることができる。また、エアゾール、ノンエアゾ
ール等とすることができる。
【００４０】
本発明の毛髪カール形成持続剤は、パーマネントウェーブ剤、パーマネントウェーブ用の
前処理剤、同中間処理剤、同後処理剤、シャンプー剤、ヘアトリートメント剤、ヘアスタ
イリング剤などに好適である。
【実施例】
【００４１】
表１に示す実施例１～８、比較例１～２の毛髪カール形成持続剤を常法に従って調製した
。なお、各成分の含有量を示す数値は質量％の表記である。
【００４２】
各実施例及び比較例の毛髪カール形成持続剤について下記の評価を行った。
・評価方法
アジア人の未処理毛髪にブリーチ処理を施し、その毛髪２０本を１束にして試料とした。
なお、評価基準はキルビー法によりウェーブ効率を測定し、植物抽出物処理前後のウェー
ブ効率の比率とした。詳細は以下のとおりである。
（１）キルビー装置に毛髪をセットした後、６．０％チオグリコール酸ナトリウム水溶液
に１５分間浸漬させる。
（２）流水で洗浄後、７．０％臭素酸ナトリウム水溶液に１５分間浸漬させる。
（３）流水で洗浄後、ウェーブ効率（ア）を測定する。
（４）５．０％ラウレス硫酸ナトリウム水溶液で洗浄後、さらに流水で洗浄を行う。
（５）植物抽出物に浸漬させた後、乾燥させる。
（６）（４）～（５）を３０回繰り返し、ウェーブ効率（イ）を測定する。
ウェーブ効率は以下の式のように算出した。
　ウェーブ効率＝１００－１００×（ｂ－ａ）／（ｃ－ａ）
ａ：キルビー装置１～５ピン間の距離（ｍｍ）
ｂ：形成されたウェーブの連続した５つの山における１つ目の山の頂点と５つ目の山の頂
点との間の距離（ｍｍ）
ｃ：毛髪直線の長さ（ｍｍ）
　ウェーブ効率の比率＝ウェーブ効率（イ）／ウェーブ効率（ア）×１００
【００４３】
・評価基準
上記（５）において植物抽出物の代わりに水を用いたときのウェーブ効率の比率と比較し
、下記の基準にて評価した。
【００４４】
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　×：水に対する差がプラス５未満
　○：水に対する差がプラス５以上１０未満
　◎：水に対する差がプラス１０以上
【００４５】
【表１】

表１から分かるように、グレープフルーツ抽出物とワレモコウ抽出物のうち、少なくとも
一方の有効成分を０．０００２質量％以上含有する実施例は、０．０００２質量％未満で
ある比較例に比べ優れたカール形成持続性を有している。
【００４６】
以下、本発明の毛髪カール形成持続剤のその他の処方例を実施例として挙げる。なお、こ
れらの実施例の毛髪カール形成持続剤についても、パーマネントウェーブ処理により形成
された毛髪のカール形成の持続性を検討したところ、いずれの実施例においても、優れた
特性を有しており良好であった。
【００４７】
実施例９（ヘアウォーター）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
（１）ポリオキシエチレン・メチルポリシロキサン共重合体　　　　　　　　４．０
　　　（商品名：ＳＳ－２８０２、東レ・ダウコーニング社製）
（２）ポリエチレングリコール２００　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
　　　（商品名：ＰＥＧ＃２００、日油社製）
（３）１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
（４）ポリオキシエチレン・ポリオキシプロピレンステアリルエーテル　　　１．５
　　　（商品名：ユニルーブ１０ＭＳ－２５０ＫＢ、日油社製）
（５）エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．０
（６）ポリオキシエチレン（６０）硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　０．４
（７）メトキシケイヒ酸エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（８）Ｌ－アルギニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（９）グルタミン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１０）クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１１）クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
（１２）グレープフルーツ果実エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　　　　（商品名：ファルコレックス　グレープフルーツＥ、一丸ファルコス社製、
　　　　　乾燥残分０．６質量％）
（１３）チャ花エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１４）ボタンエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１５）コメエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１６）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（１７）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
【００４８】
（製法）（１）～（１７）を均一に混合溶解して、ヘアウォーターを調製した。
【００４９】
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実施例１０（ヘアウォーター）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
（１）ポリオキシエチレン・メチルポリシロキサン共重合体　　　　　　　　４．０
　　　（商品名：ＳＳ－２８０２、東レ・ダウコーニング社製）
（２）ポリエチレングリコール２００　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
　　　（商品名：ＰＥＧ＃２００、日油社製）
（３）１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
（４）ポリオキシエチレン・ポリオキシプロピレンステアリルエーテル　　　１．５
　　　（商品名：ユニルーブ１０ＭＳ－２５０ＫＢ、日油社製）
（５）エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．０
（６）ポリオキシエチレン（６０）硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　０．４
（７）メトキシケイヒ酸エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（８）Ｌ－アルギニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（９）グルタミン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１０）クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１１）クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
（１２）ワレモコウエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　　　　（商品名：ジユ抽出液－Ｒ、丸善製薬社製、乾燥残分１．６質量％）
（１３）チャ花エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１４）ボタンエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１５）コメエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１６）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（１７）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
【００５０】
（製法）（１）～（１７）を均一に混合溶解して、ヘアウォーターを調製した。
【００５１】
実施例１１（ヘアミスト）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
（１）ポリオキシエチレン・メチルポリシロキサン共重合体　　　　　　　　６．０
　　　（商品名：ＳＳ－２８０４、東レ・ダウコーニング社製）
（２）ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．５
（３）ポリオキシエチレン（１７）ポリオキシプロピレン（１７）
　　　ブチルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０
　　　（商品名：ユニルーブ５０ＭＢ－２６、日油社製）
（４）エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０
（５）ポリオキシエチレン（６０）硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　０．２
（６）グレープフルーツ果実エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　　　（商品名：ファルコレックス　グレープフルーツＥ、一丸ファルコス社製、
　　　　乾燥残分０．６質量％）
（７）イノシトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（８）メトキシケイヒ酸エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（９）グリコシルトレハロース・水添デンプン分解物混合物　　　　　　　　０．１
（１０）サッカロミセス／コメヌカ発酵液エキス　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１１）ラカンセア／加水分解コメ発酵液　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１２）ツバキ種子エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１３）コメヌカエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１４）コメエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１５）コメ胚芽油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１６）スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１７）サクラ葉エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
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（１８）ヒオウギエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１９）ボタンエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（２０）クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（２１）クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
（２２）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２３）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
【００５２】
（製法）（１）～（２３）を均一に混合溶解して、ヘアミストを調製した。
【００５３】
実施例１２（ヘアミスト）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
（１）ポリオキシエチレン・メチルポリシロキサン共重合体　　　　　　　　６．０
　　　（商品名：ＳＳ－２８０４、東レ・ダウコーニング社製）
（２）ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．５
（３）ポリオキシエチレン（１７）ポリオキシプロピレン（１７）
　　　ブチルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０
　　　（商品名：ユニルーブ５０ＭＢ－２６、日油社製）
（４）エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０
（５）ポリオキシエチレン（６０）硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　０．２
（６）ワレモコウエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　　　（商品名：ジユ抽出液－Ｒ、丸善製薬社製、乾燥残分１．６質量％）
（７）イノシトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（８）メトキシケイヒ酸エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（９）グリコシルトレハロース・水添デンプン分解物混合物　　　　　　　　０．１
（１０）サッカロミセス／コメヌカ発酵液エキス　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１１）ラカンセア／加水分解コメ発酵液　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１２）ツバキ種子エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１３）コメヌカエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１４）コメエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１５）コメ胚芽油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１６）スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１７）サクラ葉エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１８）ヒオウギエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１９）ボタンエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（２０）クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（２１）クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
（２２）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２３）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
【００５４】
（製法）（１）～（２３）を均一に混合溶解して、ヘアミストを調製した。
【００５５】
実施例１３（ヘアミスト）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
（１）ポリオキシエチレン・メチルポリシロキサン共重合体　　　　　　　　６．０
　　　（商品名：ＫＦ－６０１１、信越化学工業社製）
（２）ポリエチレングリコール２００　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
　　　（商品名：ＰＥＧ＃２００、日油社製）
（３）ポリエチレングリコール４００　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
　　　（商品名：ＰＥＧ－＃４００、日油社製）
（４）ポリオキシエチレン（１７）ポリオキシプロピレン（１７）
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　　　ブチルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
　　　（商品名：ユニルーブ５０ＭＢ－２６、日油社製）
（５）エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５．０
（６）ポリオキシエチレン（６０）硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　０．３
（７）ポリウレタン－１４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（８）（アクリレーツ／アクリル酸ステアリル／
　　　メタクリル酸エチルアミンオキシド）コポリマー　　　　　　　　　　０．１
（９）メトキシケイヒ酸エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１０）Ｌ－アルギニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１１）グルタミン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１２）クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１３）クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
（１４）グレープフルーツ果実エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
　　　　（商品名：ファルコレックス　グレープフルーツＥ、一丸ファルコス社製、
　　　　　乾燥残分０．６質量％）
（１５）ユチャ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１６）アンズ核油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１７）チャ花エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１８）コメヌカエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１９）コメエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（２０）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１５
（２１）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
【００５６】
（製法）（１）～（２１）を均一に混合溶解して、ヘアミストを調製した。
【００５７】
実施例１４（ヘアミスト）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
（１）ポリオキシエチレン・メチルポリシロキサン共重合体　　　　　　　　６．０
　　　（商品名：ＫＦ－６０１１、信越化学工業社製）
（２）ポリエチレングリコール２００　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
　　　（商品名：ＰＥＧ＃２００、日油社製）
（３）ポリエチレングリコール４００　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
　　　（商品名：ＰＥＧ－＃４００、日油社製）
（４）ポリオキシエチレン（１７）ポリオキシプロピレン（１７）
　　　ブチルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
　　　（商品名：ユニルーブ５０ＭＢ－２６、日油社製）
（５）エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５．０
（６）ポリオキシエチレン（６０）硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　０．３
（７）ポリウレタン－１４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（８）（アクリレーツ／アクリル酸ステアリル／
　　　メタクリル酸エチルアミンオキシド）コポリマー　　　　　　　　　　０．１
　　　（商品名：ダイヤフォーマー　Ｚ－７３２、三菱化学社製）
（９）メトキシケイヒ酸エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１０）Ｌ－アルギニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１１）グルタミン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１２）クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１３）クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
（１４）ワレモコウエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
　　　　（商品名：ジユ抽出液－Ｒ、丸善製薬社製、乾燥残分１．６質量％）
（１５）ユチャ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
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（１６）アンズ核油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１７）チャ花エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１８）コメヌカエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１９）コメエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（２０）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１５
（２１）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
【００５８】
（製法）（１）～（２１）を均一に混合溶解して、ヘアミストを調製した。
【００５９】
実施例１５（ウェーブ用ミルク）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
（１）ミネラルオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．０
（２）ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
（３）ポリビニルピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．７
　　　（商品名：ＰＶＰ　Ｋ－９０、ＩＳＰ社製）
（４）（アクリレーツ／アクリル酸ラウリル／アクリル酸ステアリル
　　　　／メタクリル酸エチルアミンオキシド）コポリマー　　　　　　　　２．５
　　　（商品名：ダイヤフォーマー　Ｚ－７１２、三菱化学社製）
（５）カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（６）水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　宜
（７）ステアリン酸グリセリル（ＳＥ）　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（８）セテス－６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（９）スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（１０）グレープフルーツ果実エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
　　　　（商品名：ファルコレックス　グレープフルーツＥ、一丸ファルコス社製、
　　　　　乾燥残分０．６質量％）
（１１）有色米由来抽出物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（１２）コメヌカ発酵液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（１３）イノシトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１４）パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　０．１
（１５）コメ胚芽油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１６）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１７）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
【００６０】
（製法）（１）、（２）、（７）～（９）、（１４）～（１６）を８０℃にて均一に混合
溶解し油相とし、残りの成分を８０℃にて均一混合溶解し、水相とする。その後、油相と
水相を均一混合してウェーブ用ミルクを調製した。
【００６１】
実施例１６（ウェーブ用ミルク）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
（１）ミネラルオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．０
（２）ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
（３）ポリビニルピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．７
　　　（商品名：ＰＶＰ　Ｋ－９０、ＩＳＰ社製）
（４）（アクリレーツ／アクリル酸ラウリル／アクリル酸ステアリル
　　　　／メタクリル酸エチルアミンオキシド）コポリマー　　　　　　　　２．５
　　　（商品名：ダイヤフォーマー　Ｚ－７１２、三菱化学社製）
（５）カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（６）水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　宜
（７）ステアリン酸グリセリル（ＳＥ）　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
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（８）セテス－６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（９）スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（１０）ワレモコウエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
　　　　（商品名：ジユ抽出液－Ｒ、丸善製薬社製、乾燥残分１．６質量％）
（１１）有色米由来抽出物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（１２）コメヌカ発酵液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（１３）イノシトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１４）パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　０．１
（１５）コメ胚芽油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１６）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１７）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
【００６２】
（製法）（１）、（２）、（７）～（９）、（１４）～（１６）を８０℃にて均一に混合
溶解し油相とし、残りの成分を８０℃にて均一混合溶解し、水相とする。その後、油相と
水相を均一混合してウェーブ用ミルクを調製した。
【００６３】
実施例１７（ヘアクリーム）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
（１）ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
（２）ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
（３）ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（４）セトステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（５）マイクロクリスタリンワックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（６）自己乳化型モノステアリン酸グリセリル　　　　　　　　　　　　　　３．５
（７）ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（８）セテス－３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（９）ミネラルオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５．０
（１０）アルギニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（１１）グルタミン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（１２）セテス－１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１３）オレス－８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（１４）パラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（１５）パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　０．１
（１６）グレープフルーツ果実エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
　　　　（商品名：ファルコレックス　グレープフルーツＥ、一丸ファルコス社製、
　　　　　乾燥残分０．６質量％）
（１７）フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（１８）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（１９）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
【００６４】
（製法）（２）～（９）及び（１２）～（１５）を８０℃で均一に混合溶解し、（１）及
び（９）～（１１）、（１９）を８０℃で均一に混合溶解したものを加えて乳化し、冷却
を行う。６０℃で（１６）～（１８）を加えて、室温まで冷却してヘアクリームを調製し
た。
【００６５】
実施例１８（ヘアクリーム）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
（１）ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
（２）ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
（３）ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
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（４）セトステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（５）マイクロクリスタリンワックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（６）自己乳化型モノステアリン酸グリセリル　　　　　　　　　　　　　　３．５
（７）ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（８）セテス－３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（９）ミネラルオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５．０
（１０）アルギニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（１１）グルタミン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（１２）セテス－１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１３）オレス－８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（１４）パラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（１５）パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　０．１
（１６）ワレモコウエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
　　　　（商品名：ジユ抽出液－Ｒ、丸善製薬社製、乾燥残分１．６質量％）
（１７）フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（１８）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（１９）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
【００６６】
（製法）（２）～（９）及び（１２）～（１５）を８０℃で均一に混合溶解し、（１）及
び（９）～（１１）、（１９）を８０℃で均一に混合溶解したものを加えて乳化し、冷却
を行う。６０℃で（１６）～（１８）を加えて、室温まで冷却してヘアクリームを調製し
た。
【００６７】
実施例１９（ウェーブ用フォーム）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
（１）エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０
（２）ポリオキシプロピレンブチルエーテルリン酸　　　　　　　　　　　　０．５
（３）トリエタノールアミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１４
（４）ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（５）デシルテトラデカノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
（６）ジイソステアリン酸ポリグリセリル　　　　　　　　　　　　　　　　０．６
（７）メチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（８）ポリオキシエチレン２－ヘキシルデシルエーテル　　　　　　　　　　０．５
（９）ポリクオタニウム－１１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
（１０）ポリエチレングリコール１０００　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１１）ローヤルゼリーエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１２）サボンソウエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１３）グリコシルトレハロース・水添デンプン分解物混合溶液　　　　　　０．１
（１４）パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　０．１
（１５）ユチャ種子油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１６）アルギニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１７）グルタミン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１８）グレープフルーツ果実エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
　　　　（商品名：ファルコレックス　グレープフルーツＥ、一丸ファルコス社製、
　　　　　乾燥残分０．６質量％）
（１９）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（２０）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
【００６８】
（製法）（１）～（８）及び（１４）～（１５）、（１９）を均一に混合溶解し、（９）
～（１３）、（１６）～（１８）、（２０）を均一に混合溶解したものを加えて混合し、
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原液とした。次にエアゾール耐圧容器に原液：ＬＰＧガスを９２：８の比率で充填し、ウ
ェーブ用フォームを調製した。
【００６９】
実施例２０（ウェーブ用フォーム）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
（１）エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０
（２）ポリオキシプロピレンブチルエーテルリン酸　　　　　　　　　　　　０．５
（３）トリエタノールアミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１４
（４）ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（５）デシルテトラデカノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
（６）ジイソステアリン酸ポリグリセリル　　　　　　　　　　　　　　　　０．６
（７）メチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（８）ポリオキシエチレン２－ヘキシルデシルエーテル　　　　　　　　　　０．５
（９）ポリクオタニウム－１１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
（１０）ポリエチレングリコール１０００　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１１）ローヤルゼリーエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１２）サボンソウエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１３）グリコシルトレハロース・水添デンプン分解物混合溶液　　　　　　０．１
（１４）パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　０．１
（１５）ユチャ種子油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１６）アルギニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１７）グルタミン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
（１８）ワレモコウエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
　　　　（商品名：ジユ抽出液－Ｒ、丸善製薬社製、乾燥残分１．６質量％）
（１９）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（２０）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
【００７０】
（製法）（１）～（８）及び（１４）～（１５）、（１９）を均一に混合溶解し、（９）
～（１３）、（１６）～（１８）、（２０）を均一に混合溶解したものを加えて混合し、
原液とした。次にエアゾール耐圧容器に原液：ＬＰＧガスを９２：８の比率で充填し、ウ
ェーブ用フォームを調製した。
【００７１】
実施例２１（トリートメントフォーム）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
（１）ＰＰＧ－１／ＰＥＧ－１ステアラミン　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（２）ステアリルトリメチルアンモニウムクロリド　　　　　　　　　　　　０．３
（３）セトステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（４）ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（５）アジピン酸ジグリセリル混合脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　１．０
（６）アミノポリエーテルシリコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（７）べヘニルＰＧトリモニウムクロリド　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（８）メチルポリシロキサン（３００ｃｓ）　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（９）コメヌカ油脂肪酸フィトステリル　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（１０）マカデミアナッツ油脂肪酸コレステリル　　　　　　　　　　　　　０．２
（１１）セラミド１・セラミド５混合物（１：１）　　　　　　　　　　　　０．１
（１２）乳酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（１３）ポリオキシエチレン（２０）セチルエーテル　　　　　　　　　　　１．０
（１４）ポリオキシエチレン（６０）硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　０．５
（１５）グレープフルーツ果実エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
　　　　（商品名：ファルコレックス　グレープフルーツＥ、一丸ファルコス社製、
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　　　　　乾燥残分０．６質量％）
（１６）１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１７）フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１８）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（１９）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
【００７２】
（製法）（１）～（１４）を８０℃にて均一に混合溶解し、８０℃に加温した（１９）に
プロペラで攪拌しながら加えて乳化する。徐々に冷却を行い、６０℃にて（１５）～（１
８）を添加し、室温まで冷却して、原液とした。次にエアゾール耐圧容器に原液：ＬＰＧ
ガスを９２：８の比率で充填し、トリートメントフォームを調製した。
【００７３】
実施例２２（トリートメントフォーム）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
（１）ＰＰＧ－１／ＰＥＧ－１ステアラミン　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（２）ステアリルトリメチルアンモニウムクロリド　　　　　　　　　　　　０．３
（３）セトステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（４）ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（５）アジピン酸ジグリセリル混合脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　１．０
（６）アミノポリエーテルシリコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（７）べヘニルＰＧトリモニウムクロリド　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（８）メチルポリシロキサン（３００ｃｓ）　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（９）コメヌカ油脂肪酸フィトステリル　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（１０）マカデミアナッツ油脂肪酸コレステリル　　　　　　　　　　　　　０．２
（１１）セラミド１・セラミド５混合物（１：１）　　　　　　　　　　　　０．１
（１２）乳酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（１３）ポリオキシエチレン（２０）セチルエーテル　　　　　　　　　　　１．０
（１４）ポリオキシエチレン（６０）硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　０．５
（１５）ワレモコウエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
　　　　（商品名：ジユ抽出液－Ｒ、丸善製薬社製、乾燥残分１．６質量％）
（１６）１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１７）フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１８）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（１９）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
【００７４】
（製法）（１）～（１４）を８０℃にて均一に混合溶解し、８０℃に加温した（１９）に
プロペラで攪拌しながら加えて乳化する。徐々に冷却を行い、６０℃にて（１５）～（１
８）を添加し、室温まで冷却して、原液とした。次にエアゾール耐圧容器に原液：ＬＰＧ
ガスを９２：８の比率で充填し、トリートメントフォームを調製した。
【００７５】
実施例２３（シャンプー）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
（１）グレープフルーツ果実エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　　　（商品名：ファルコレックス　グレープフルーツＥ、一丸ファルコス社製、
　　　　乾燥残分０．６質量％）
（２）Ｎ－ラウロイルサルコシントリエタノールアミン　　　　　　　　　　９．０
（３）Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシルグルタミン酸トリエタノールアミン　　　　　３．０
（４）パーム核油脂肪酸アミドプロピルベタイン　　　　　　　　　　　　　６．０
（５）ポリオキシプロピレンヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド　　　　　　２．０
（６）ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（７）ヤシ油脂肪酸Ｎ－メチルエタノールアミド　　　　　　　　　　　　　２．０
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（８）カチオン化セルロース（電荷密度：０．８ｍｅｑ／ｇ）　　　　　　　０．２
（９）カチオン化グアガム（電荷密度：１．１ｍｅｑ／ｇ）　　　　　　　　０．２
（１０）塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体　　　０．５
（１１）ポリクオタニウム－４９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１２）ポリオキシエチレン（７）ヤシ油脂肪酸グリセリン　　　　　　　　２．０
（１３）ジステアリン酸エチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（１４）ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（１５）ボタンピエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１６）サッカロミセス／コメヌカ発酵液エキス　　　　　　　　　　　　　１．０
（１７）ムクロジエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１８）ヒオウギエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１９）ツバキ種子エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２０）サクラ葉エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２１）チャ花エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２２）黒米エキス（商品名：黒米エキス－ＰＣ〔オリザ油化製〕）　　　　０．１
（２３）赤米エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２４）コメヌカエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２５）コメ胚芽油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２６）加水分解コメタンパク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（２７）コメヌカ油脂肪酸フィトステリル　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２８）アンズ核油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２９）イノシトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（３０）クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４
（３１）安息香酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（３２）ＥＤＴＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（３３）塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（３４）カルボマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（３５）カラメル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（３６）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（３７）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
【００７６】
常法により上記組成のシャンプーを調製した。
【００７７】
実施例２４（シャンプー）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
（１）ワレモコウエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　　　　（商品名：ジユ抽出液－Ｒ、丸善製薬社製、乾燥残分１．６質量％）
（２）Ｎ－ラウロイルサルコシントリエタノールアミン　　　　　　　　　　９．０
（３）Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシルグルタミン酸トリエタノールアミン　　　　　３．０
（４）パーム核油脂肪酸アミドプロピルベタイン　　　　　　　　　　　　　６．０
（５）ポリオキシプロピレンヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド　　　　　　２．０
（６）ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（７）ヤシ油脂肪酸Ｎ－メチルエタノールアミド　　　　　　　　　　　　　２．０
（８）カチオン化セルロース（電荷密度：０．８ｍｅｑ／ｇ）　　　　　　　０．２
（９）カチオン化グアガム（電荷密度：１．１ｍｅｑ／ｇ）　　　　　　　　０．２
（１０）塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体　　　０．５
（１１）ポリクオタニウム－４９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１２）ポリオキシエチレン（７）ヤシ油脂肪酸グリセリン　　　　　　　　２．０
（１３）ジステアリン酸エチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（１４）ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
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（１５）ボタンピエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１６）サッカロミセス／コメヌカ発酵液エキス　　　　　　　　　　　　　１．０
（１７）ムクロジエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１８）ヒオウギエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１９）ツバキ種子エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２０）サクラ葉エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２１）チャ花エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２２）黒米エキス（商品名：黒米エキス－ＰＣ〔オリザ油化製〕）　　　　０．１
（２３）赤米エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２４）コメヌカエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２５）コメ胚芽油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２６）加水分解コメタンパク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（２７）コメヌカ油脂肪酸フィトステリル　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２８）アンズ核油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２９）イノシトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（３０）クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４
（３１）安息香酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（３２）ＥＤＴＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（３３）塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（３４）カルボマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（３５）カラメル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（３６）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（３７）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
【００７８】
常法により上記組成のシャンプーを調製した。
【００７９】
実施例２５（ヘアコンディショナー）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
（１）ＰＰＧ－１／ＰＥＧ－１ステアラミン　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（２）ベヘニルトリメチルアンモニウムクロリド　　　　　　　　　　　　　１．０
（３）セトステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．５
（４）ジリノール酸ジ（フィトステアリル／イソステアリル／
　　　セチル／ステアリル／ベヘニル）　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（５）ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（６）べヘニルＰＧトリモニウムクロリド　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（７）ステアリルＰＧトリモニウムクロリド　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（８）コハク酸ジエチルヘキシル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（９）コメヌカ油脂肪酸フィトステリル　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（１０）乳酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（１１）パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（１２）プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１３）ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
（１４）グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１５）ヒドロキシエチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４
（１６）アンズ核油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１７）セラミド２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１８）トウモロコシ由来スフィンゴ脂質　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１９）ポリグルタミン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２０）シャクヤクエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２１）ローヤルゼリーエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
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（２２）ユズ果実エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２３）コメヌカエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２４）フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（２５）グレープフルーツ果実エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　　　　（商品名：ファルコレックス　グレープフルーツＥ、一丸ファルコス社製、
　　　　　乾燥残分０．６質量％）
（２６）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（２７）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
【００８０】
（製法）（１）～（１１）を８０℃にて均一に混合溶解したものに、８０℃に加温した（
１２）～（１５）、（２７）を分散したものをプロペラで攪拌しながら加え、乳化を行う
。徐々に冷却を行い、６０℃にて（１６）～（２６）を添加し、室温まで冷却して、ヘア
コンディショナーを調製した。
【００８１】
実施例２６（ヘアコンディショナー）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
（１）ＰＰＧ－１／ＰＥＧ－１ステアラミン　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（２）ベヘニルトリメチルアンモニウムクロリド　　　　　　　　　　　　　１．０
（３）セトステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．５
（４）ジリノール酸ジ（フィトステアリル／イソステアリル／
　　　セチル／ステアリル／ベヘニル）　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（５）ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（６）べヘニルＰＧトリモニウムクロリド　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（７）ステアリルＰＧトリモニウムクロリド　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（８）コハク酸ジエチルヘキシル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（９）コメヌカ油脂肪酸フィトステリル　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（１０）乳酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（１１）パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（１２）プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１３）ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
（１４）グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１５）ヒドロキシエチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４
（１６）アンズ核油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１７）セラミド２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１８）トウモロコシ由来スフィンゴ脂質　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１９）ポリグルタミン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２０）シャクヤクエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２１）ローヤルゼリーエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２２）ユズ果実エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２３）コメヌカエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２４）フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（２５）ワレモコウエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　　　　（商品名：ジユ抽出液－Ｒ、丸善製薬社製、乾燥残分１．６質量％）
（２６）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（２７）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部
【００８２】
（製法）（１）～（１１）を８０℃にて均一に混合溶解したものに、８０℃に加温した（
１２）～（１５）、（２７）を分散したものをプロペラで攪拌しながら加え、乳化を行う
。徐々に冷却を行い、６０℃にて（１６）～（２６）を添加し、室温まで冷却して、ヘア
コンディショナーを調製した。
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【００８３】
また、いずれの実施例の毛髪カール形成持続剤を使用した場合にも、頭皮に炎症、その他
副作用と考えられる症状は発現せず、本発明に係る毛髪カール形成持続剤は安全性にも優
れることが明らかであった。
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